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電信や電話に代表される電気通信の畔代を経由して，  

1990年代はインターネットに代表される情報通信へ  

と通信パラダイムの大きなシフトを迎えた時期であっ  

た．この背景には，部品，デバイスやPC技術，さら  

にはソフトウェア技術の著しい発展があるのはいうま  

でもない．また，MPEGに代表される桝像処理技術  

の飛躍的な進歩はPC上の映像の扱いを容易にし，  

PCをよりユーザフレンドリーなものにしている．加  

えて，インターネットのキラーアプリケーションであ  

るWebで新たに開拓されたグローバルな様々なコン  

テンツは，一般利川者に大きな恩恵を与・えると共に，  

事業者にとっては大きなビジネス機会を提供するもの  

となっている．   

211忙紀には，f一快からお年寄りまでが丁▲韓に情報  

を人了・できるようになり，事業者から見ても様々なユ  

ーザセグメントに対応して有益な情報をl■り消・に提供で  

きる情事は通信環境が求められている．このようか情報  

通仁環境が整った社会を情事Ii流通社会と呼ぶ．この情  

報流通の基本は，表現力豊かでだれでも理解が叶能な  

映像コンテンツの流通である．これに，ネットワーク  

上で自由に買い物ができるeコマースや必要な情報を  

いつでも人手できるコンテンツ配信などの諸機能を加  

えて，一般利用者が種々の隼活シーンで情報流通サー  

ビスを享受するようになると考えられる．一ノノ，情報  

の流通はデータの改ざんや成りすましなどの犯罪を誘  

発する恐れがある．このようなことを未然に防」上して  

一一般利川者が安心して利別でき，二事業者にとっても′左  

仝，確実にビジネスを推進できることが，この悍摘i流  

通に必須な条件となる．   

インターネットの伸びはより高連なl叶線需要を掘り  

起こした．その結果，従来の電話メタリック回線を清  

川するADSLサービスが伸びると共に，次の動きと  

して光ファイバを刷いたブロードバンドサービスが脚  
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光を浴びている．ADSLでは，数10Okb／sから1  

Mb／sの【寸7高速サービスを提供し，光は，10Mb／sか  

ら100Mb／sの本格的なブロードバンドサービスを指  

向することによi），一般ユーザにTVとriり等の映像  

サービスを掟供することが＝摘巨となる．光ファイバの  

広帯域悼と双ノノ向性は，映像リッチなコンテンツをや  

り．収りする光時代の情報流通サービスにはイく吋欠な機  

能といえる．   

本特集では，ブロードバンド化の若しし、進展を背景  

に，光サービスのビジョン，すなわち，断たな光時代  

の情報流通サービスにより我々の生活がどのように変  

わるのか，また，ビジネスがどのように発展していく  

のか，についてまとめる．そして，光サービスの典型  

的なカテゴリーについて長ミ・体的な判別をホす．   

一ノ∴ コンテンツ業界からは，映像を中心とした新  

たな光サービスの実験について述べる．また，一家電業  

界からは，家庭l勺の情事椚ヒに向けた新たな最近の垂加1I  

として，情報‘家電やホームネットワークについて述べ  

る．次に，光サービスを支える通宥‡ネットワークの観  

点から，最近のアクセス系ブロードバンドの軌向をホ  

す．さらに，光サービスの3つのカテゴリーを対象と  

して，新たな適仁ネットワークの各椎新サービスにつ  

いて述べる．   

情事‡i流通サービスはこれまでにない新たな光ならで  

はのサービスであり，関連する業弊は，コンテンツ業  

札 アプリケーション業弊，ネットワークサービス業  

界，情報通信システム業界，家電／端末業界など多岐  

にわたる．光サービスという総合的なサービスを開排  

し，市場拡人を図るには，もはや単独の業界の動きだ  

けでは対応ができなくなっている．この認識を背策に  

業界間の新たな動きとして80川休が結集した光サー  

ビスアーキテクチャコンソーシアム（光コンソーシア  

ム）の活動状況を最後に述べる．  
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